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｢健康日本２１｣暫定直近実績値に係るデータ分析 

（休養・こころの健康） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



目標値
策定時のベースライン値（現状値）

（H１０年人口動態統計）
暫定直近実績値

（H１４年人口動態統計）

全国数  ２２，０００人以下 ３１，７５５人 ２９，９４９人

分野：休養・こころの健康づくり

①現状値と暫定直近実績値の比較
コメント

＜中年男性の自殺者が多いことが我が国の特徴であり、この年齢層の増加が目立つ＞
○平成１４年の暫定直近実績値２９,９４９人の性別内訳では、男性２１,６７７人、女性８,２７２人と
男性が圧倒的に多いことが注目される。また、年齢階級別では総数、男性、女性とも、５０歳代
にピークがあり、中年層における自殺者が多い。４０から５９歳までの自殺者数は１２,４１９人で
あり、自殺者総数の41.5％を占めている。平成１３年と１４年を比較すると、１０歳代および２０歳
代の若年者の自殺は減少しているにもかかわらず、３０歳代、４０歳代、５０歳代、６０歳代では
増加している点も注目される。これらが我が国における自殺者の特徴と考えられる（図２）。

①暫定直近実績値に係るデータ分析
 （データの経緯変化を踏まえた分析や必要に
応じ性・年齢階級別データ等による解析）

②データの経年変化を踏まえた分析

③詳細なデータ解析について

＜平成１４年時点で、平成１０年のベースライン値に比べ自殺者が１,８０６人下回り２９,９４９人と
なった＞
○健康日本２１の休養・こころの健康づくりにおける平成１２年に策定された目標値に関して、自
殺者の減少についてのみ直近値が得られている。この目標値に関しては、平成１０年厚生省人
口動態統計をもとに策定時のベースライン値３１,７５５人が定められ、目標値は２２,０００人以下
とされた。平成１４年における暫定直近実績値２９,９４９人は、平成１４年厚生労働省人口動態
調査からの数値である。数値の信頼性については高く、同様の手法で得られたデータであるた
め比較検討が可能である。暫定直近実績値は策定時のベースライン値を１,８０６人下回ってい
るが、目標値である２２,０００人以下に到達していない。

＜平成１０年から１３年までに自殺者は約２,０００人減少したが、平成１４年に前年比５７４人増
加した＞
○平成１０年からの厚生労働省人口動態統計における自殺者数のトレンドは、平成１０年の３
１，７５５人から平成１１年には３１,４１３人、平成１２年には３０,２５１人、平成１３年には２９,３７５
人とベースライン値に比較し２，０００人強の減少を示していたが、平成１４年には５７４人の増加
を示した。この増加は、平成１１年からの毎年約１,０００人減少に比較すると少ないものである。
平成１４年における増加が３年間続いた減少トレンドの転換点であるのか、あるいは一時的な
停滞であるのかについては、今後の変化を慎重に見極めた上で判断すべきである（図１）。

目標項目：３．４  自殺者の減少



②上記データ分析に基づく今後の課題及び対
策の抽出等

＜自殺者の特徴について更なる解析が必要であり、我が国の特徴をふまえた実行性の高い対
策が求められる＞
○以上の解析から、自殺者数減少のためには、男性に自殺者が多く、かつ中年層の自殺者が
多いことが明らかになった。性・年齢階級別の解析などをさらに進めるとともに、限られたコホー
トにおけるより詳細な背景因子についての解析を進めることが課題である。対策としては、中年
男性に多いという特徴をふまえたより効果的かつ、実行性のある対策を策定する必要がある。
また、自殺の背景にはこころの健康の問題があり、こころの健康の向上という観点に立った長
期的取り組みが必要と考えられる。



図１ 

自殺者数の推移
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出典）人口動態統計 

 

 

年次 平成１０年 平成１１年 平成１２年 平成１３年 平成１４年 

全国 

自殺者数 （人） 
31775 31413 30251 29375 29949 



補足資料：休養・こころの健康（自殺者の減少）図２


